








1 はじめに 

母子健康手帳は,健康管理情報の記録としての役割のほか,保護者の健康管理行動の指針と

しても大きな役割をもつ。この活用状況を把握し,さらに活用状況を高めるための方策を 3

年間にわたって検討した。 

これまでの 2年間の調査検討の中で,次のことが明らかとなった。3歳児保護者の同手複の

活用は,健診や予防接種の記録としてのそれであり,育児記録,病歴記録としては少ない。ま

た手帳の記入状況には個人差が大きく,常時携行し,受療の際持参し,健康に関心の高い保

護者に記入率が高い。一般的には第1子で記入率が高く,妊娠中・乳児期・幼児期の順に記

入が少なくなり,歯科健診や晩期新生児期の記録については記入が少ない。手帳の改善に対

する要望は,3 歳児保護者は親しみのもてる手帳形式・内容への指向であり,母子保健従事

者は発育・発達の基準や予防接種時期の一覧などを含む健康教育欄の充実と,健診記録や保

護者記入欄の改善などの要望が多い。今年度は,これらを補足するために,手帳の健康教育

欄充実の代替策としての副読本『赤ちゃん』の活用と,手帳の活用状況を確認するための調

査を,乳児保護者を対象に実施し,その結果をふまえた上で全般的検討を加えることとした。 


